
【公表方法】　https://unicorn-muse.com/

主な行事等
自然に触れ季節を感じることを目的とした遠足(お花見、プール遠足、芋掘り、みかん狩りなど)。季節感あふれる行事(夏まつり、水遊び、流しそうめん、ハロウィン、クリスマス会)。ゆにこー

ん畑での野菜作り。その他感性や興味を引き出す制作遊びや遠足を毎月実施しています。

家族支援
療育記録を日々、保護者に報告しています。送迎時やLINE等を使っていつでも話していただける環境を作り、ご

不安の軽減やお困りごとの解消に努めます。勉強会を兼ねた保護者交流会を開催し、また、きょうだい児支援に

も取り組みます。

移行支援
小学校や支援学校等への移行を念頭に置き、各関係機関との連携と

情報共有をし、切れ目のない支援体制の構築の調整支援をします。

地域支援・地域連携
お子さんの通う園や、相談支援事業所など関係する機関と連携を取り、支援の仕方を共有してお子さんにとって

より良い支援につながるよう努めます。また、地域の行事に積極的に参加し、交流の機会をもてるよう努めます。
職員の質の向上

外部研修にも積極的に参加し、内部の職員研修を充実させ、職員の

意識の向上とスキルアップを目指す取り組みを実施しています。

営業時間 ９：１５～１７：００ 送迎実施の有無 　あり

支　援　内　容

本

人

支

援

健康・生活
音楽プログラムや遊びを通じて健康な心と体を育むお手伝いをします。意思表示が困難であるお子さんには発達の過程や特性に配慮し、小さなサインから心身の異変に気づけるよう支援をします。必要に応じて食

事・排泄・着替えなどのトレーニングも行います。視覚支援をした環境設定の工夫で見通しをもてるように配慮した活動を通して行動の切り替えや、時間の感覚が身につくよう支援します。

運動・感覚
音楽のリズムに合わせた体操やバランスボールなどの運動プログラムやリトミックを取り入れることにより、バランス感覚と共に運動機能・筋肉の向上を図ります。また音楽サーキットを通して筋力や体の動作の制御能力を

鍛えます。感覚過敏・鈍麻のあるお子さんにも過ごしやすい環境整備を行い、また、必要な感覚を刺激しながら感覚統合を促し運動能力や学習能力の向上を目指します。

認知・行動
音楽プログラムや、季節感のある自然物に触れる経験などを通し、視覚・聴覚・触覚などの感覚を使い認知機能を発達を促します。いも堀り遠足やみかん狩りの収穫体験、ゆにこーん畑

での活動では、自然の尊さや成長についても考える食育をし、また季節の活動や絵画制作では、想像力と創造力を養い、感情表現も促進します。

言語コミュニケーション
音楽プログラムや遊びを通して、自然な発語を促し、相手の意図を理解し自分の気持ちを伝えるという表現力を身につけるお手伝いをします。文字・記号・絵カード等のコミュニケーション

手段を適切に選択、活用して環境の理解と意思の伝達が円滑にできるよう支援します。また、特性に応じた読み書き能力の向上の支援を行います。

人間関係

社会性

音楽プログラムや遊びを通じて順番や役割、ルール、感情のコントロールなど社会生活に適応するために必要なスキルの獲得を支援します。また、他者を意識して関係性を築き、安定し

た関係形成や協調性・思いやりを育むお手伝いもします。SST(ソーシャルスキルトレーニング)をとりいれ、対人関係や社会生活に必要な力を育む支援を行います。

支援プログラム

　　　　　事業所名　ゆにこーんみゅうず　(児童発達支援)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　作成日　　令和6年9月１日(改訂　令和8年4月１日）

事業所理念
「輝け未来へ子どもたち」をスローガンに、子どもたちの　『未来に生き抜く力』　を育んでいきます。

～純粋・一途にひたむきに前をみて考える力　希望・夢と願いを持ち将来へ対する期待　未来・先の未来を見越し行動する力～を育てる

支援方針
リトミックやダンス・歌唱などを盛り込んだ集団の音楽プログラムを通じてことばの発達や感覚統合を促し、運動能力や学習能力の向上を目指す支援を行います。集団の中で活動を一緒

に楽しむ中で他の人との関わり方や協調性の大切さ、ソーシャルスキルの獲得を促し、表現力や創造力を伸ばすとともに、自己肯定感を高めることも大切にした支援を行います。


